
市政だより

F 水と緑と花のまち z 昭和49年 8月15日 No. 739 

交通事故相談日

8 月27日(火)

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい
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ぷと i緩と絞め家ち;念
く市民憲章〉

わたくしたち大村市民は

1.水と緑と花につつまれた
きれいなまちをつくりましょう

2 親切できまりをまもる
市民になりましょう

3.老人をうやまい伸びゆく
子供の夢をそだてましょう

4.健康で仕事にはげみ
楽しい家庭をきずきましょう

5.公害や交通事故を
起さぬようにつとめましょう

7月初日市民憲章推進協議会が発足し「水と緑と花
につつまれたきれいなまちづくり」を本年度の重点目
標にしました.リーフレ ットや花苗の配布、表示板の
設置、習字コンクール、フラワーポットの配置などで
憲章を推進する乙とになりました。みなさんの力で目
標が達成され、きれいなまちづくりができるようがん
張りましょう.
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花いっぱいの会場で市民憲章推進協議会が結成されました

みんなの力で
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市民憲章の推進
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推進協議会が発足
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(2) りむ

拠
出
制
日
・

1
%引
上
げ

おお

9
月

か

ら

実

施

市政だより

こ
の
た
び
国
民
年
金
法
案
が
国

会
を
通
過
し
、
は
じ
め
て
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
今

年
九
月
か
ら
次
の
よ
う
に
年
金
額

や
保
険
料
が
改
正
さ
れ
、
ま
た
福

祉
年
金
で
は
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
の
所
得
制
限
な
ど
も
さ
ら
に
緩

和
さ
れ
ま
し
た
.
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拠

出

年

金

の

改

正

点

(
拠
出
年
金
と
は
保
険
料
を
納
め
た
人
が
も
ら
え
る
年
金
で
す
)

額

区 分
現 行 改 正 実路

月額 年額 月額 年額 時期

老齢 2 5年 20，000 240，000 23，220 278，640 

1 0年 12，500 150，000 14，513 174，150 

年金 5年年金 8，000 96， 00011 9， 288 111， 456 49 

25，000 348，300 年

年金 2 級 20，000 m叫3，220278，640 9 
母遺子児・準母年子金・ 20，000 240，0001123，220 278，640 局

事婦ド立 10，000 120，0001111， 610 139，320 

年金 10年 4，000 48， 00011 4，644 55， 728 

5，000 60，00011 5， 000 60，000 

年金 10年 2，000 24， 00011 2， 000 24，000 

死 亡金 1| 112雲毒 17，000 17，000 
一時山 1105年年以未上満 17，000 17，000 
通算老齢年金10年 8，000 96，000 9，288 I口函i

(拠出制)金年

~ 

下

水

道

ひ

く

り

V
保

険

料

の

改

正

附 強

加 合リ
保

保 任
険

険
意

料
加 料

入 の

所得比倒門) 

被
種

保
類

険

者

主か月でまら十年四九ー月

現

8 8 九円 行

一 ーか年五十、ら 改

四8円 一8円 -8円 E正

未
納
の
た
め
時
効
に
な
っ
た

保
険
料
も
納
め
ら
れ
ま
す

五
十
年
十
二
月
ま
で
一
カ
月
九

百
円
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
年
金
を
受
け
る
た

附

加

年

金

め
に
必
要
な
期
聞
を
満
た
し
て
い

な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
年

金
受
給
権
を
確
保
し
て
下
さ
い
。

で

よ
り
多
く
の
年
金
を

毎
月
定
額
(
現
行
九
百
円
)
保

険
料
の
ほ
か
に
月
四
百
円
ず
つ
多

く
掛
け
て
ゆ
く
年
金
を
附
加
年
金

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
、
よ

り
多
く
の
年
金
(
通
算
老
齢
年
金
・

死
亡
一
時
金
を
含
む
)
を
受
け
る

た
め
肴
望
し
て
加
入
で
き
る
制
度

で
す
。
ま
た
途
中
で
や
め
た
い
時

は
や
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
多
数
加
入
し
て
下
さ

B
U
 

次

の

人

は

任

意

で

き

ま

す

ω年
齢
が
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳

ま
で
の
人

ω公
的
年
金
制
度
か
ら
退
職
年
金

暮

り

し

の
加

入

で恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

ω公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
の
配
偶
者

新

時

代

福祉年金も改正

引上げの年金額

りカ=9 月

拠
出
年
金
の
改
正

と
と
も
に
福
祉
年
金

も
九
月
か
ら
年
金
額

が
引
上
げ
ら
れ
ま

し
たそ

の
改
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

年金額(福祉年金〉

年
金
の

種
類

現

行

改

正

施

月

額

、実

月

額

七
、
五

O
O
円

九、

八
O
O円

老
齢
特
別
給
付
金

(
谷
間
の
老
人
年
金
)
と
は

国
民
年
金
制
度

(
十
年
・
五
年

年
金
)
に
加
入
か
ら
除
か
れ
た
人

及
び
老
齢
福
祉
年
金
を
ま
だ
受
け

て
い
な
い
人
に
四
十
九
年
一
月
か

ら
次
の
対
象
者
に
給
付
さ
れ
る
年

金
で
す
。
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V
対
象
者

明
治
三
十
七
年
一
月
二
日
か
ら

明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
人
.

障

害

福

祉

年

金

は

級

障

害

者

ま

で

(
四
十
九
年
四
月
か
ら
支
給
)

従
来
障
害
福
祉
年
金
は
一
級
障

害
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
四
月
か
ら
二
級
障
害
者
に
も

年
金
を
支
給
す
る
よ
う
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

V
該
当
者

ω明
治
四
令
四
年
四
月
一
日
以
前

り

福

祉

む

支

給

おお

福
祉
年
金
の
支
給
は
す
べ
て
国

の
負
担
で
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
次
の
よ

う
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
年
金
の
満

額
及
び
併
拾
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
.

V
普
通
思
給
・
年
金
・
扶
助
料
が
年

額
十
六
万
円
以
下
の
人

市政だより(3) 

に
生
れ
た
人

ω二
十
歳
以
上
で
か
つ
初
診
日
が

二
十
歳
前
で
あ
る
人

ω昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
前

に
初
診
日
の
あ
る
人

削
障
害
の
程
度
が
厚
生
大
臣
の
定

め
る
障
害
に
該
当
す
る
人
.

年

金

の

告リ

R艮

V
戦
争
公
務
が
起
因
で
恩
給
及
び

公
務
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
人

そ
の
戦
没
者
の
階
級
が
大
尉
以

下
の
人

V
本
人
及
び
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

義
務
者
の
年
間
所
得
が
次
の
国

民
年
金
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を

こ
え
な
い
場
合
.

ャつ

暮

V
所

得

制

限

限

度

額

り

し

と

自

然

者 扶聾義は街 配偶者たま

本人 区

の

所得 分

~ I T k 工 l T !/li 
ーノ¥ 、 五 五 五 五、 、 、 、

O 八 七 五
O O 五

告リ

O 
/ー五よ¥ー・ 五 四 限

O 五 七 限、 、

O O O 円 O O O 円 O O O 円 O O 五円 8 O 
度

額

4年月5 9 実事期

以
後
扶
養
親
族
一
人
増
す
ご
と
に
十
五
万
五
千
円
を
加
え
る
額

は支す
臼こ給る
本のした
国見まめ

雪雲て暴見舞金の申請を
有を金
し受 一
九け 万
月ら 五
十れ 干にのとのりねと間敬
五る 円寄向福 慰老た し行老市
白人 を与上祉謝人きて事週は

一ねたきり老人一

ネコ、

現
在
六
十
五
歳
以
上
で
本
市
に
引

続
き
一
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
六
カ
月
以

上
ね
た
き
り
の
人
で
す
.

該
当
さ
れ
る
人
は
医
師
の
診
断

書
を
添
え
、
支
給
申
請
書
を
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
に

提
出
し
て
下
さ
い
.

支
給
申
請
書
、
診
断
書
用
紙
は

民
生
委
員
宅
、
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
.

昨
年
申
請
さ
れ
た
人
は
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
.

早

く

申

請

を

・

・

・

特
別
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正

に
基
づ
き
、
九
月
一
低
か
ら
新
た 特

別

福

祉

手

当

に
特
別
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
.

乙
の
手
当
は
、
重
度
の
精
神
薄

重
度
精
神
薄
弱
と
重
度
視
覚
障
害

弱
及
び
重
度
の
身
体
障
害
が
重
複

H
H

と
重
度
聴
覚
障
害

し
て
い
る

人

を

監

護

す

る

父

母

な

か

と

重

度

内

部

障

害

ど
に
対
し
、
月
額
三
千
円
支
給
さ
な
お
、
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
障

れ
る
も
の
で
す
.

害
者
自
身
に
公
的
年
金
が
あ
る
場

対
象
範
囲
は
、
次
の
重
複
障
害
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

の

場

合

で

す

。

詳

し

い

こ

と

は

、

市

福

祉

事

務

重
度
精
神
薄
弱
と
重
度
肢
体
不
自

所

に

お

問

い
合
せ
の
上
、
申
請
し

由

て

下

さ

い

。

円，

p.，、宅三‘
ae、，、
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Z
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E
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老
人
作
品
展
の
作
品
募
集

同
開
催
期
日
九
月
十
三
日

l
十

画

)

一

人

一

点

に

限

る

川

七

日

出

品

申

込

と

搬

入

川
展
示
会
場
福
祉
セ
ン
タ
ー
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
込
山

川
募
集
作
品
老
人
(
六
十
歳
以
み
、
九
月
十
日
か
ら
十
一
日
川

川
上
)
の
多
年
に
わ
た
る
趣
味
ま
で
に
会
場
に
搬
入

川
経
験
を
生
か
し
た
創
作
品
応
募
者
に
は
参
加
賞
を
贈
呈

(

手

芸

品

、

工

芸

品

、

書

、

山

老

人

ス

ポ

ー

ツ

大

会

川

出

場

者

募

集

日
時
九
月
二
十
九
日
(
日
)
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目

u

w

午

前

十

時

仮

装

行

列

山

川
場
所

諌
早
市
宇
都
町
県
立
特
別
種
目
マ
ラ
ソ
ン
(
一
玉
川

川
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

O
O
m
)

山
個
人
競
技
種
目
五

O
m
競
走
申
込
期
日
八
月
二
十
日
ま
で
山

ロ
マ
ン
ス
旅
行
、
タ
イ
ヤ
乙
応
募
資
格
市
内
居
住
の
六
十

ろ
が
し
、
輪
投
げ
、
暗
算
競
歳
以
上
の
人

山

走

申

込

老

人

作

品

展

の

作

品

募

川
団
体
競
技
種
目
(
福
祉
事
務
所
集
共
に
市
福
祉
事
務
所
ま
た
山

川
対
抗
)
ボ
ー
ル
送
り
競
走
、
は
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
‘

川

五

O
O
m
リ
レ

l
、
玉
入
れ
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み
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心
が
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みかんの摘果推進

住

み

よ

い

ま

ち

ノ¥

仕上げを• 手直し

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
き
ま
す

と
衛
生
害
虫
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
。

O
空
地
や
河
川
に
は
、
絶
対
物
を

す
て
な
い
よ
う
に
。

O
不
燃
物
収
集
日
は
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
.
各
家
庭
で
は
収
集
日

の
前
日
に
収
積
所
へ
持
っ
て
い

く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

O
事
業
所

(
商
庖
な
ど
)
の
事
業

活
動
か
ら
出
る
不
燃
物
は
、
市

七
月
上
旬
か
ら
始
ま
っ
た
、
み

か
ん
の
摘
果
は
、
普
及
所

・
市

・

農
協
が

一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
、

各
地
区
と
も
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
特
に
農
協
み
か
ん
部
会
で

は
、
部
会
長
が
先
頭
に
立
ち
、

各

地
区
を
巡
回
推
進
し
て
い
ま
す
.

摘
果
推
進
期
間
は
九
月
下
旬
ま

で
で
す
が
、
今
後
は
手
直
し
摘
果

仕
上
げ
摘
果
に
よ
っ
て
品
質
の
良

い
、
お
い
し
い
み
か
ん
が
生
産
さ

れ
る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ー
下

水

道

ひ

く

り

の
指
定
す
る
処
理
場

(
鈴
田
釜

川
内
の
埋
立
地
)
へ
搬
出
し
て

下
さ
い
.

。
雑
草
の
除
去
を

あ
き
地
な
ど
に
夏
草
が
繁
茂
し

衛
生
害
虫
の
発
生
源
と
も
な
り
環

境
的
に
見
ぐ
る
し
い
所
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
.
空
地
な
ど
の
所

有
者
は
雑
草
を
刈
り
取
り
清
潔
な

管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
.

，‘---r
、，，
-
t
J
E
、，・司、
-，z
、.. ‘--.，・
1
z
・・、，，
... J
・、，
r
-
t
'
z
、-・
2

・.，
E.
ご・
↑

並

下
水
道
の
整
備
を
計
画
ししを く ま れ れ っ と 水 あが民六
、て めりちいたつ花とるいの万市
準公ざ 」 づ な き ま に 緑 「 で ね 市 は

-・.
美しいまち・明るい生活

一公共下水道建設の認可おりる-

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
心
が
け
で

清
潔
で
健
康
な
明
る
い
街
を
つ
く

る
た
め
次
の
事
を
守
り
ま
し
ょ
う

。
ご
み
の
出
し
方

O
ス
イ
カ
の
皮
、
野
菜
く
ず
な
ど

は
水
切
り
を
よ
く
し
て
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
に

O
残
飯
は
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い

よ
う
に
今
一
度
調
理
に
工
夫
を

O
ゴ
ミ
箱
は
収
集
後
、
水
洗
い
を

し
て
清
潔
に

-・・下水道のある

備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

六
月
二
十
日
建
設
大
臣
の
第
一
期

事
業
計
画
(
旧
大
村
市
街
地
区
)

認
可
、

七
月
三
十
日
県
知
事
の
同

事
業
認
可
を
受
け
、
い
よ
い
よ
工

事
着
手
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
り
、

明
る
く
健
康
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
」
:
:
:
み
ん
な
の
力
で
私

た
ち
の
ま
ち
に
も
下
水
道
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う。

な
お
、
認
可
を
受
け
ま
し
た
事

業
の
関
係
図
書
を
市
土
木
課
で
縦

覧
に
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧

を
希
望
さ
れ
る
人
は
お
気
軽
に
申

し
出
て
下
さ
い
.

日
本
脳
炎
に
ご
注
意

本
格
的
な
夏
と
と
も
に
恐
ろ
し

い
日
本
脳
炎
の
流
行
期
と
な
り
ま

し
た
.
ま
ず
蚊
の
幼
虫
駆
除
対
策

実
施
と
日
本
脳
炎
の
媒
介
者
コ
ガ

タ
ア
カ
イ
エ
カ
が
好
ん
で
吸
血
す

る
豚
舎
・
馬
牛
舎
な
ど
を
中
心
に

徹
底
し
た
成
虫
駆
除
活
動
を
し
ま

し
ょ
ャ
フ
.

暮

り

し

の

①
過
労
を
さ
け
睡
眠
を
充
分
に
と

vQ

こ
ル
」

①
栄
養
を
充
分
に
と
る
こ
と

①
特
に
無
帽
で
日
光
に
長
時
間
照

ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
す
る
乙
と

④
夜
間
睡
眠
中
は
蚊
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

新

時

代

よい子の暑中げいこ

早
朝
の
市
民

体
育
館
に
こ
だ

ま
す
る
少
年
剣

士
の
竹
万
の
音

が
七
月
二
十
二

日
か
ら
十
二
日

間
続
き
ま
し

た
.こ

れ
は
玖
島

剣
友
会
少
年
部

*玖島剣友会少年部*

市
民
交
通
傷
害
保
険

移

動

加

入

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
市
民

交
通
傷
害
保
険
の
移
動
加
入
受
付

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
ま

の
み
な
さ
ん
四
十
三
人
が
、

三
原
排
治
七
段
教
士
の
指
導
で

続
け
ら
れ
た
も
の
で
、
元
気
い

っ
ぱ
い
暑
中
げ
い
こ
を
終
り
、

現
在
は
週
三
日
、
夕
方
の
練
習

に
変
り
ま
し
た
.
そ
の
他
市
内

に
は
約
八
百
人
の
少
年
剣
士
が

十
六
箇
所
の
地
区
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
導
者
に
つ
い
て
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
.

の

受

付

だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
最
寄

り
の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て

下
さ
い
.

月日 場 所 時 間

月292 」 ア片大前ー多ケ町舟甫一稲津婦円徳岳荷人田ホ民神屋前社館ム}入前前前口

9:00""12:00 
13:00""16:00 
9:00-12: 00 

日 13:00""16:00 

月93実U 杭古抽諏町出田訪津住住住宅公宅宅山岳民公田民民商館館館庖前横前前

9:00-12:0。0 
13:00""16:00 
9:00""12:00 

日 13:00""16: 00 

月94目♀27植下原畏小松路口天口住円松宅神尾ス集商社会居所前横前

9:00""12:00 
13:00""16:00 
9:00""12:00 
13:00""16:00 

旦95日♀!I原黒弥寿勅古田木購寺 公福パ阿 部田民ス商商館停庄倍 前前前前

9:00""12:00 
13:00""16:00 
9:00""12:00 
13:00""16:00 

足9i岩 i 松EE 駅 i 前i 

9:00-12:00 
13:00""16:00 
9:00。~12:00 
13:00""16:00 

i7 久 原 団地集会所 9:00""12:00 
松原 駅 前 9:00""12:00 
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-
大
村
市
農
協
本
館
の

壁

画

を

募

集

市
農
業
協
同
組
合
で
は、

農
業

団
地
セ

ン
タ
ー
及
び
農
協
本
館
を

杭
出
津
郷
字
新
城
に
建
設
中
で
す

が
、
来
年
三
月
の
完
成
を
待
っ
て

玄
関
ホ
ー
ル
に
壁
画
を
か
か
げ
、

本
館
建
築
に
意
義
と
美
観
を
持
た

せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
そ
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

趣

旨

市

の
躍
進
す
る
農
業
や
風

景、

歴
史
、
風
土
な
ど
を
象
徴

す
る
も
の

絵

日
本
画
で
も
洋
画
で
も
よ
い

(水
彩
画
、
油
絵
、
イ
ラ
ス
ト

デ
ザ
イ
ン
な
ど
)

規
格

横
五
十

m
×
縦
一

例

応
募
資
格

大
村
市
民
で
中
学
生

以
上
の
人

締
切
九
月
三
十
日

出
品
制
限
一

人
二
点
以
内

作
品
搬
入
先

武
部
郷
三
七

一

大
村
市
農
業
協
同
組
合
企
画
部

表
彰

特
賞

一
』白川

(採
用
)

十

万
円

佳

作

五

点

二

万

円

全
出
品
者
に
薄
謝
を
贈
り
ま
す

審
査
と
発
表

十
月
上
旬
に
審
査

を
行
い
発
表
し
ま
す
.

集

募
-
市
職
員
を
募
集

-
第
包
囲
発
明
創
意

コ
ン
ク
ー
ル
募
集

職
種

一

般
事
務

(男

・
女
)

受
験
資
格

⑦
学
歴
は
間
わ
な
い
が
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

ま
た
は
昭
和
五
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

@
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
白
ま
で

に
生
れ
た
人

第
一
次
試
験
十
月
十
三
日
(
日
)

資

格

県

下
在
住
者
に
限
る

応
募
締
切
九
月
三
十
日

申
込

長
崎
市
文
教
町
二
番
五
号

長
崎
県
工
業
試
験
場
内

発
明
協
会
長
崎
県
支
部

電

@
l
二
六
四
七

※
申
込
用
紙
ご
希
望
の
人
は
二
十

円
切
手
同
封
の
上
前
記

へ
申
込
ん

で
下
さ
い
。

与
え
ら
れ
た
こ
十
四
時
間
の
中

の
家
事
を
、
主
婦
と
し
て
ど
う
考

え
、
ど
う
処
理
し
た
ら
よ
い
か
、

そ
の
意
義
と
工
夫
に
つ
い
て
考
え

る
家
事
整
理
講
座
を
開
き
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

九
月
二
日

(月
)
家
事
時
間
の
移

り
変
り
と
家
事
の
大
切
さ

九
月
九
日
(
月
)
家
事
の
工
夫

九
月
十
七
日

(火
)
家
事
の
工
夫

九
月
二
十
四
日

(火
)
整
理
整
と

ん
、
収
納
の
工
夫

毎
回
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三

時
三
十
分
ま
で
、
二
時
間

会

場

中

央
公
民
館

対
象

成
人
(
四
回
出
席
で
き
る

人
で
あ
る
こ
と
)

受
講
料

無
料

申
込

八
月
二
十
七
日
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
中
央
公
民

館、

り

日!診療科目 |医院名 |所在地|電話

内 科 松尾 内科 玖島町 2-4412 

1 整形外科 松永整形 並 松2-4300 

小児科 田川小児科 皆同 ~-8545 

内 科 藤井医院 東本町 2-3878 

8 内 科松永内 科 乾馬場

整形外科牟田整形 古町2-4501 

玖島町2-3574 

15小 児科出口小児科 諏訪2-2252 

内科 ・外科原 医院 竹松5-8427 

内 ・産婦人科中村医院 春日町山 お

22内 科琴尾医院 西三城2-2056

内 科沢田医院

耳 鼻科海江田医院

29内科 ・小児科朝長医院 辻田2-3266

内科 ・外科 牧 山 医院 富ノ原5-7831

お お む

一

ゴ

ミ
、
し
尿
汲
取
り
の
こ
と
一

一で
問
い
合
せ
を
さ
れ
る
人
は
、
一

一
次
の
と
こ
ろ

へ
ご
連
絡
下
さ
い
一

一
場
所
大
村
市
森
圏
郷

一

一

名

称

大

村

市

一

一

清
掃
セ
ン
タ
ー
一

一

①

i
二
八

一

四

一

一

②

i
三

五

三

九

一

コ
ミ
・
し
尿
の

問
い
合
せ

9 月の日曜当番医

圃
日
本
料
理
教
室

市政だより

内
容

会
席
料
理

の
作
り
方

日
時

九
月
六
日
l
十

一
月
八
日

毎
週
金
曜
日

午
後

一
時
三
十
分

t
四
時

場
所

中
央
公
民
館

対
象

成
人
男
女

定

員

四

十
人

電
話

講

習

会

(5) 



(6) 

-
発
明
相
談
室

認
ト
レ
イ
ナ

l
)

受
講
料
三
千
円
(
宿
泊
費
、
食

費
を
含
む
)

申
込
用
紙
が
申
央
公
民
館
に
あ

り
ま
す
の
で
、
二
十
日
ま
で
に

お
申
込
み
下
さ
い
.

詳
し
く
は
中
央
公
民
館

!
四
一
一
一
一
二
へ

り

八
月
十
七
日
(
土
)

午
前
十
時
l
十
二
時

場
所
市
商
工
観
光
課

※
県
発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出

向
い
て
来
て
相
談
に
応
じ
ま
す
.

日
時

おおむ

-
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

指
導
者
養
成
公
認

講

習

会

催
し
も
の

市政だより

主

催

長

崎

県

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

.

子

供

芸

術

劇

場

連

絡

協

議

会

「

こ

じ

き

と

王

子

」

期
日
八
月
二
十
四
日

t
八
月
二
開
演
八
月
二
十
三
日
(
金
)

十

六

日

(

二

泊

三

日

)

午

後

一

時

会

場

雲

仙

「

妙

見

山

荘

」

入

場

十

二

時

三

十

分

対
象
十
八
歳
以
上
の
婦
人
で
、
会
場
市
民
会
館

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
を
志
長
崎
県
で
は
大
村
市
だ
け
し
か

す
人
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
上
演
さ
れ
な
い
こ
の
芸
術
劇
場
鑑

講
師
森
本
富
子
(
日
本
連
盟
公
賞
の
よ
い
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う

郵

便

物

は

早

目

に

l
l
|

ん

列

車

ダ

イ

ヤ

の

変

更

八
月
二
十
二
日
か
ら
国
鉄
の
を
含
め
従
来
よ
り
早
自
に
差
出
山

長
崎
本
線
及
び
佐
世
保
線
(
鳥
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
.

栖

t
長
崎
、
肥
前
山
口

l
佐
世
な
お
、
お
お
よ
そ
の
目
途
と

保
)
の
電
化
工
事
が
始
ま
り
、
し
て
は
二
十
時
ま
で
に
窓
口
で

列
車
ダ
イ
ヤ
が
変
更
さ
れ
る
た
受
付
け
た
郵
便
物
は
、
当
日
中
~

め
、
夜
間
に
大
村
局
か
ら
発
送
に
発
送
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
翌

さ
れ
る
郵
便
物
は
、
諌
早
駅
で
白
回
し
と
な
り
ま
す
.

積
降
し
を
す
る
乙
と
に
な
り
ま
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
(
電

す
の
で
急
ぎ
の
郵
便
物
は
速
達
②
l
二
O
O六
)
へ

昭和49年 8月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IlIIm 

に
し
ま
し
ょ
う
.市

教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ

電
@ 

-
壮
年
体
力
つ
く
り

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

内場時期対
容 所 間 日 象

三
十
歳
以
上

毎
週
土
曜
日

午
後
二
時

t
四
時

市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用

軽
ス
ポ
ー
ツ

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込

そ

の

他

-
特
設
人
権
相
談
所

を

開

設

無
料
相
談
で
す
か
ら
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
‘

日
時
九
月
五
日
(
木
)

午
前
十
時
J
午
後
三
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

場
所

-
大
村
商
工
会
議
所
の

土
地
・
建
物
を
公
売

日
時
九
月
五
日
午
前
十
一
時

公
売
物
件
土
地
二
九
七

d

建
物
木
造
二
階
建
三
三

o
d

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
へ
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三
年
生
五
千
円
ム
諏
訪
町
溝
上

太
久
馬
さ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
二
十

二
枚
ム
玖
島
中
学
生
徒
タ
オ
政

十
一
枚
ム
池
田
九
区
吉
田
政
夫
さ

ん
カ
レ
ン
ダ
ー
二
十
二
枚
ム
岩

谷
産
業
餅
五
キ
ロ
ム
玖
島
青
年

団
餅
米
十
五
キ
ロ
、
餅
っ
き
奉

仕
ム
共
立
ウ
ー
ル
株
式
会
社
職
員

一

同

ケ
l
キ
一
個
、
み
か
ん
十

六
キ
ロ
ふ
片
町
鬼
塚
医
院
朝
日

新
聞
一
カ
月
ム
本
町
富
永
嘉
月
さ

ん
タ
オ
ル
三
十
二
枚
ム
大
村
市

青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
五
千

円
ム
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

会
長
崎
県
支
部
一
万
五
千
円
ム

小
路
口
出
口
定
さ
ん
み
か
ん

十
キ
ロ
ム
本
小
路
松
永
つ
ぎ
え

さ
ん
ケ

l
キ
一
個
苗
木
三
本
ム

イ
l
ピ
l
キ
ム
ラ
ヤ
パ
ン
E

士一

個
ム
市
社
会
福
祉
協
議

会

三

万

円
ム
妙
宣
寺
婦
人
会
五
千
円
、

み
か
ん
十
八
キ
ロ
、
餅
十
四
キ
ロ

ム
西
大
村
婦
人
会
五
千
円
ム
本

経
寺
み
か
ん
十
五
キ
ロ
、
餅
二

十
三
キ
ロ
ム
鈴
田
老
人
ク
ラ
ブ

小
豆
三
キ
ロ
、
砂
糖
四
キ
ロ
、
餅

十
六
キ
ロ
、
み
か
ん
二
十
キ
ロ
ム

水
因
子
供
会
二
千
円
、
餅
六
キ

ロ
ム
松
原
婦
人
会
三
千
円
、
み

か
ん
十
四
キ
ロ
、
菓
子
三
キ
ロ
ム

古
賀
島
立
石
実
さ
ん
ナ
メ
茸

一
丁
五
キ
ロ

A
鈴
田
松
尾
皐
月
さ

ん
み
か
ん
四
十
八
キ
ロ
ム
共
立

ハ
ド
ソ
ソ
労
働
組
合
員
一
同
五
一

千
円
ム
沖
田
老
人
ク
ラ
ブ
み
か
一

ん
辛
キ
ロ
ム
片
町
川
崎
卓
一
さ
一

ん
雑
誌
十
二
冊
ム
駅
通
伊
藤
ツ
一

マ
さ
ん
一
万
円
ム
向
陽
高
校
イ
一

ン
タ
ク
ト
ク
ラ
ブ
枕
カ
パ

l
三十一

=
枚
ム
佐
世
保
市
副
島
勝
馬
さ
ん
一

衣
類
&
柴
田
久
田
松
四
郎
衛
さ
一

ん
二
千
円
ム
鈴
田
菊
池
網
目
さ
一

ん
一
万
円
ム
北
地
区
民
生
委
員
一

会
三
千
円
ム
長
崎
市
坂
井
勝
子
一

さ
ん
一
万
円
ム
杭
出
津
山
田
敏
一

彦
さ
ん
雑
誌
三
十
二
冊
ム
水
田
一

老
人
ク
ラ
ブ
タ
オ
ル
六
十
六
枚
一

チ
リ
紙
ニ
締
ム
本
町
木
村
定
代
さ
一

ん
五
千
円
ム
上
久
原
老
人
ク
ラ
一

プ
み
か
ん
三
十
二
キ
ロ
、
菓
子
一

ム
池
田
老
人
ク
ラ
ブ
菓
子
七
キ
一

ロ
ム
杭
出
津
富
永
勇
さ
ん
外
七
一

名
民
踊
ム
鈴
田
婦
人
会
ジ
ュ
一

l
ス
五
本
、
タ
オ
ル
七
枚
、
チ
リ
一

紙
二
締
、
湯
飲
九
個
、
菓
子
四
十
一

袋
、
石
ケ
γ
三
十
二
個
、
み
か
ん
八
一

キ
ロ
ム
西
本
町
岩
永
満
子
さ
ん
一

菓
子
四
十
袋
、
ジ
ュ
ー
ス
四
十
八
一

本
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
額
一
枚
一

(
古
銭
)
ム
中
地
区
民
踊
子
供
会
一

民
踊
、
草
村
瞭
子
さ
ん
二
千
円
一

ム
松
原
七
山
と
し
さ
ん
外
二
名
一

え
び
せ
ん
四
十
袋
ム
西
教
寺
婦
人
一

会
五
千
円
、
ぞ
う
き
ん
三
十
二
一

枚
、
花
類
ム
杭
出
津
三
根
恭
平
一

さ

ん

九

千

円

。
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